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14.1日増加額と枝肉市場出荷成績の関連性について

○福原利一 ･守屋和幸 ･長友明博 ･原田 宏 (宮大農),

横山文泰 ･松尾 繁 (宮崎県経済連)

肉牛経営の中の生産技術というものを考える

ために,枝肉市場出荷成績からどのような情報

が得られるかを検索した｡今回はとくに1日増

加額 ((枝肉価格一乗牛価格)/肥育日数)と

市場出荷成績との関連性 を検討した｡

分析材料は昭和59年4月から昭和飲)年3月まで

の1年間に宮崎県内の2つの食肉市執-出荷され

た県内産黒毛和種去勢牛6,806頭の記録である｡
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まず,1日増加額と市場出荷成績にみられる

各形質と関係について検討した結果,仕上げ体

蛋,D.G.および枝肉重畳など増体に関する形

質はその値が大きくなるほど,また,脂肪交雑

や枝肉規格など肉質に関する形質はその格付等

級が上級になるほど大きな1日増加額が期待で

きることが認められた｡これに対 して肥育日敦

と素牛価格はいずれも小さいことが大きな1日



表 1 出荷頭数規模と1日増加額

出荷頭数 1日増加額 素牛価格 枝肉価格 肥育日数 枝肉重点 枝肉単価 D.G. 脂肪交雑

10頭未満 728±134.0円

10-29頭 720±100.4

30-49頭 689± 76.5

50-89頚 685± 61.6

90頭以上 708± 40.7
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増加額を得るための条件となるが,さらに大き

な1日増加額を期待するためには他の要因も好

ましい条件となることが必要である｡

つぎに,農家の出荷頭数規模別に1日増加額

とこれに密接な関係をもつ と思われる形質との

関連性について検討した結果,衷 1に示すとおり.

1日増加額は年間の出荷頭数が多くなると,.1

日増加額は年間の出荷頭数が多 くなると鼻家全

体の平均を下回り,とくに出荷頭数が30頭以上

90頑未満の1日増加額は最低であった｡これは

素牛価格が比較的高いためで,枝肉価格,肥育

日数,枝肉重量,D.G.および脂肪交雑は出荷

頭数規模によって差が認められなかった｡また,

出荷頭数規模が小さいほど農家間のバラツキが

大きい傾向がみられた｡

農家単位の平均 1日増加額の構成パターンを

知るためにD.G.,枝肉重量,脂肪交雑,枝 肉

単価,索牛価格および肥育日数の6形質を構成

要因としてとりあげレーダーグラフを描いてみた.

グラフ中央の値は 1日増加額を示 し,主軸の目

盛 と数値は各項目について規準化 した得点を示

す｡なお,D.G.,枝肉重量,脂肪交雑および

枝肉単価についての得点は(1)式を,索牛価格と

肥育日数についての得点は(2)式を用いた｡した
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がって,各形質とも中心より離れるほど好まし

い条件となり,クモの巣の面積が大きいほど好

ましい肉牛経営であることを示す｡

得点-旦こむけ_
X

得点-一旦二旦α
X

ただし-x:各農家ごとの平均値

-x:農家全体の平均値

d_ :農家全体の標準偏差
X

(1)

(2)

結果のうち10頭未満と90頭以上の1日増加額

構成パターンを示すと図 1のとおりである｡構

成パターンの分類はD.G.を中心に脂肪交雑 と

素牛価格の3項目に基づいて行った｡

10頭未満いおいては88戸の農家は23種類のパ

ターンに分類できたが,図にはその中で例数が

5戸以上あったパターンのみを示 した｡最も例

数が多かったのは,D.G.,脂肪交雑,素牛価

格がいずれも平均的な値を示したパターンで,

その平均 1日増加額は727円であった｡
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図 1.1日増加額の構成パターン

同様に10頭以上において,最も例数が多かっ

た′,'ターンは,D.G.,脂肪交雑,素牛価格が

いずれも平均的な他を示 したパターンであった｡

また,これから派生する′,'ターンの種類は出荷頭

数規模が大きくなるにつれて少なくなり,90頭

以上においては10戸の農家のうち,8戸までが

図に示 したグラフのような3項目とも平均的な

値を示したパターンで,その平均 1日増加額は

704円であった｡

以上の結果から,1日増加額とその構成パタ

ーンから肉牛経営の中での生産技術についてあ
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る程度の評価が可能であることが推察された｡

また,小規模経営の生産技術の選択や組み立に

は′,'l)エーションが期待される一方で,大規模

経営においてはほとんど選択の余地がなく,お

おむね平均的な水準に収れんするように思われ

た｡

なお,本研究は全国でも代表的な子牛生産県

であり,肥育技術の未だ定着 していない宮崎県

のデータを対象 としたので,今後は肥育技術の

進んだ肥育県での出荷成績を分析 したいと考え

ている｡


